
様 式 １  

自 然 公園 等 事 業 の 事 後 評価 表  

 

  事 業 名 ： 抱 返 り 渓 谷 歩 道 整 備 事 業                             事 務 所 名 等  ： 秋 田 県   

                                                             事 後 評 価 年 度 ： Ｈ ２ ４ 年 度  

 

 

 

 

 

事 業 概 要  

 

 

 

 

新 規 採 択 年 度 ： Ｈ １ ７ 年 度  完 成 年 度 ： Ｈ １ ９ 年 度  

計 画 額 ： ２ ５ ５ ， ０ ０ ０ 千 円  実 行 額 ： ２ ５ ５ ， ０ ０ ０ 千 円  

事 業 目 的 ： 抱 返 り 渓 谷 歩 道 は 、 県 内 陸 部 の 田 沢 湖 抱 返 り 県 立 自 然 公 園 内 に 位 置 す る 長

距 離 自 然 歩 道「 新 奥 の 細 道 の“ 四 季 彩 ”抱 返 り 渓 谷 の み ち（ コ ー ス ２ ０；延

長 1 5 k m）」で あ り 、そ の 優 れ た 自 然 景 観 を 求 め て 新 緑 と 紅 葉 の 時 期 を 筆 頭 に

多 数 の 利 用 者 が 訪 れ て い る 。 し か し 、 渓 谷 自 体 が 崩 壊 し や す い 地 質 で あ り 、

融 雪 や 降 雨 に よ り 落 石 や 土 砂 流 出 、倒 木 な ど が 発 生 し や す い た め 、危 険 箇 所

を 整 備 し 利 用 者 の 安 全 を 図 る も の で あ る 。  
 

事 業 場 所 ： 秋 田 県 仙 北 市 角 館 町 広 久 内  地 内  

 

構 造 ・ 規 模 等 ： 法 面 整 備 工 A=4 1 2 .3 m 2、 ボ ン ド 目 地 工 1 2 ,9 5 0 L、 ボ ン ド 注 入 工 2 2 ,2 2 6 L、

詰 石 工 2 1 m 3、 橋 梁 工 L=4 2 .5 m（ 以 上 H1 8）  
       法 面 工 （ 落 石 防 護 策 1 , 1 1 2 m 3、 落 石 防 護 ネ ッ ト 1 4 0 m 2、 植 生 マ ッ ト 1 0 2 m

3）、土 留 工（ 石 積 工 6 3 m 2、木 製 土 留 工 1 9 m 3）、防 護 柵 工（ 木 製 丸 太 柵

工 １ 式 ） 、 橋 梁 補 修 工 １ 式 、 塗 装 工 １ 式 、 排 水 溝 １ 式 、 ト ン ネ ル 工 １

式 、展 望 台 工 １ 基 、法 面 整 備 工 A=2 8 6 .5 m 2、ボ ン ド 目 地 工 7 ,1 9 9 L、ボ ン

ド 注 入 工 5 ,6 0 8 L、 詰 石 工 7 m 3（ 以 上 H1 9）  
       評 価 結 果 対 比  費 用 便 益 分 析  指 標 活 用 型 評 価  備   考  

新 規 採 択 時 評 価  2 6 . 6 6  1 8   

事  後  評  価  9 . 1 6  1 9   

 
 
 
事  

後  

評  

価  

の  

実  

施  

 視   点  内      容  

 
実  

績  

の  

確  

認  

費 用 対 効 果 分 析 及 び 指 標

活 用 型 評 価 要 因 の 変 化  

利 用 者 の 減 少 に よ り 、 費 用 便 益 費 が 減 少 し た 。 指 標 活 用 型 評

価 に つ い て は 、 新 規 採 択 時 よ り 向 上 し た 。  
事 業 効 果 の 発 現 状 況  歩 道 の 整 備 に よ り 、 利 用 者 の 安 全 性 並 び に 利 用 環 境 の 確 保 が

図 ら れ た 。  
事 業 実 施 に よ る 来 訪 者 や 

周 辺 環 境 の 変 化  

公 園 全 体 の 来 訪 者 の 減 少 に 伴 い 、 当 該 歩 道 へ の 利 用 者 数 も 減

少 し た 。  
社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化  
 

（ 特 記 事 項 な し ）  

必  

要  

性  

の  

検  

討  

今 後 の 事 後 評 価 の 必 要 性  
 

な し  

改 善 措 置 の 必 要 性  
 

な し  

同 種 事 業 の 計 画 ・ 実 施 の

あ り 方 や 事 業 評 価 手 法 の

見 直 し の 必 要 性  

県 内 で も 有 数 の 渓 谷 美 を 誇 る 歩 道 で あ り 、 減 少 し て い る と は

い え 相 当 数 の 来 訪 者 が あ る 利 用 施 設 で あ る こ と か ら 、 引 き 続

き 安 全 性 の 確 保 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。  
１ 事 後 評 価 の 結 果 ：  

  ア . 効 果 の 発 現 が 十 分 で 改 善 措 置 の 必 要 性 が な い 。  

  イ . 今 後 時 間 の 経 過 と と も に 効 果 の 発 現 が 期 待 で き る た め 、 経 過 観 察 が 必 要 で あ る 。  

  ウ . 効 果 の 発 現 は 期 待 で き ず 改 善 措 置 の 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 

２ 上 記 １ の ウ .の 場 合 の 検 討 状 況 ：  

 

 

 


